






















































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
授業の特徴を知ったり、少しずつ表れてくる取り組み
の成果を知ったりすることにつながる。また、クラス
の子どもの様子や成長の過程を教師と共有することに
もつながる。これにより、長期的な視野に立って実践
の歩みや成果を把握することが可能になっている。
　授業感想シートとは、大学院生が授業を観察する中
で気づいたことや疑問に思ったこと、教師に伝えてお
きたい子どもの様子、その後の取り組みに対する提案
などを記入するものである。授業観察の結果は授業後
の休み時間などを利用して直接教師に伝えることも多
いが、いつも十分な時間をとることができるとは限ら
ない。そこでこの授業感想シートを授業後に記入し、
授業者の教師に渡すようにしている。授業感想シート
は教師と大学院生とのコミュニケーション・ツールと
しての役割を果たすとともに、記入を通して大学院生
の思考を深めたり、教師とのより深い意見交流を促し
たりするという機能も持っている。さらに、授業感想
シートは授業記録としても機能するため、それまでの
取り組みをふりかえりながらその後の授業を構想した
り、研究を進める際の資料として利用したりすること
を可能にしている。
　これら一連の活動を通して大学院生は、集団で日常
的・継続的に学校現場に関わり、高倉小学校の教師と
ともに教科等部会およびリテラシー部会の研究課題に
取り組んでいる。
３．���の実施
　「プロジェクトTK」における大学院生の重要な役
割の１つとして、教師が行う実践を理論的に位置づけ
ていくということがある。そのためには、教育学の分
野で蓄積されてきた理論的な研究成果に学ぶことで高
倉小学校の実践を相対化し、その特徴を記述していく
作業が必要になる。また、教科等部会の研究課題に取
り組むために、教育学の理論的な知見を高倉小学校の
文脈で生かすことも重要である。そこで大学院生は、
学校現場での授業研究を支えるために「フィールド研
究会」と呼ばれる自主的な研究会を実施している。
　「フィールド研究会」ではこれまで、PISA調査に
関する論考や文部科学省による提案などを素材として
「リテラシー」や「読解力」について学習会を行った
り、高倉小学校で議論されている各教科における「リ
テラシー」や「読解力」の特徴を理論的な側面から検
討したりしてきた。また、大学院生は授業観察を進め
る中で、「単元や授業における学習課題を明確化する
ためのツール」「目標達成に向けた子どもの学習活動
を誘導・促進するためのツール」「評価のためのツー
ル」という３つの機能を併せ持ったワークシートをつ
くることにより、子どもの主体的な学び合いと確かな
学力形成が促されるのではないかと考えた。そこで
「フィールド研究会」において、これまでの研究蓄積
に学びつつ、授業における事実に即してこうしたワー
クシートのあり方についての研究を進めてきた。
　このように「フィールド研究会」は、集団で授業研
究に関わるために必要な情報の共有や研究方針の確認、
学校現場での授業研究を支える基礎的な研究を大学院
生が行う場としての役割を果たしている。
４．�わり�
　ここまで見てきたように、「プロジェクトTK」は
学校現場での授業研究の実施と研究会の実施を柱とし
て進められている。研究者として発達途上にある大学
院生にとってこの「プロジェクトTK」は、教育方法
学研究者として現場に関わるということの自分なりの
意味や自らのスタンスを模索し、自らのアイデンティ
ティを確立することや、授業研究の進め方を考えるた
めの重要な機会となっている。そしてまた、６年間の
取り組みの中で共同授業研究のスタイルがある程度確
立されてきたことにより、新たに入ってくる大学院生
が研究に加わることも次第にスムーズになってきた。
しかしこれは、あらかじめ整えられたスタイルに従っ
て漫然と現場に関わることを許してしまいかねない面
も持っている。これまでの研究蓄積やノウハウを研究
室内で伝承しつつ、「教師が育つ・子どもが育つ・院
生が育つ」ことをめざして、常に新たな挑戦を続けて
いくことが今後の課題である。
　なお、「プロジェクトTK」の成果はこれまで、平
成16−18年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ２：研究
代表者田中耕治「学力向上をめざす評価規準と評価
方法の開発」研究課題番号16530502）研究成果中間報
告書『高倉小学校と��大学大学院との連携による授
業研究』や学会発表（たとえば、2006年10月に福島大
学で開催された日本教育方法学会第42回大会）、ある
いは高倉小学校の研究紀要などで公表してきた。また、
『内外教育』（第5772号）に取り上げられたり、東�学
芸大学の教員および学生の視察を受けたりするなど、
外部からの注目度も高まってきている。今後も研究の
成果を公表し、議論を行いながら、取り組みの質を高
めていくことをめざしたい。
（文責：木村　裕）
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